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はじめにはじめに

これからの社会は，人工知能（AI）やビッグデータ，Internet of Things（IoT）
等の先端技術が高度化して，あらゆる産業や社会生活に取り入れられた
「Society5.0」時代が到来しつつあり，社会が加速度的に変化し，将来を予測する
ことが困難であるとされている。

そのような中，新型コロナウイルス感染症の広がりにより，子供たちの学びを保
障する手段としての遠隔・オンライン学習が注目されるとともに，従来の対面指導
や，児童生徒同士の学び合い，多様な体験活動など，実体験を通じて学ぶことの重
要性も改めて注目された。

これからの時代を生き抜く子供たちに対し，「新しい時代における子供たちの学
びのスタイル」を踏まえた学習を推進するため，これまで教員が培ってきた指導方
法とＩＣＴを効果的にミックスし，「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授
業改善を図りながら，『個別最適な学び』と『協働的な学び』を充実し，変化する
社会に主体的に対応できる子供たちを育むことを目指す。
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［内閣府］
令和元年12月５日

「安心と成長の未来を拓く総合経済対策」を閣議決定
・令和５年度までに児童・生徒１人１台のＰＣ端末を整備
・学校における高速大容量のネットワーク環境の整備

（学校でインターネットに接続するための環境）

〇 新しい時代（Society5.0）を担う人材の教育
〇 子供たち一人一人に応じた最適な学習

新型コロナウイルス感染拡大による臨時
休校 → 令和２年度中に整備を前倒し

「ＧＩＧＡスクール構想の実現」とは「ＧＩＧＡスクール構想の実現」とは
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「ＧＩＧＡスクール構想」の背景「ＧＩＧＡスクール構想」の背景

〇 日本は学校の授業（国語，数学，理科）におけるデジタル機器の利用時間が短く，
ＯＥＣＤ加盟国中最下位。 ※OECD：経済協力開発機構（37か国加盟）

〇「利用しない」と答えた生徒の割合は約80％に及び，ＯＥＣＤ加盟国中で最も多い。

出典 OECD生徒の学習到達度調査（PISA2018）「ICT活用調査」
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「ＧＩＧＡスクール構想」の背景「ＧＩＧＡスクール構想」の背景

〇 日本は学習のためにコンピュータやインターネットを利用する割合は，ＯＥＣＤの平均を
大きく下回っている一方，学習外では平均を上回っている。

出典 OECD生徒の学習到達度調査（PISA2018）「ICT活用調査」
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令和元年度「教育用コンピュータ1台当たりの児童生徒数」（茨城県）令和元年度「教育用コンピュータ1台当たりの児童生徒数」（茨城県）

水戸市
12.4人／台

（出典）
令和元年度学校における教育の

情報化の実態等に関する調査結果

国の整備目標
に達していな
い現状。
教育の情報化
の遅れや格差
が顕著。



「ＧＩＧＡスクール構想」のねらい「ＧＩＧＡスクール構想」のねらい

これまでの
教育実践の

蓄積

これまでの
教育実践の

蓄積
ＩＣＴＩＣＴ

・学習活動の一層の充実
・主体的・対話的で深い学び

の視点からの授業改善

・学習活動の一層の充実
・主体的・対話的で深い学び

の視点からの授業改善
× =

引用 文部科学省「GIGAスクール構想の実現へ」リーフレット
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ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた国補助ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた国補助

引用 文部科学省「GIGAスクール構想の実現へ」リーフレット
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水戸市版ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた整備計画水戸市版ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた整備計画

〔整備スケジュール〕
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ＰＣ端末

ＰＣ端末

○ ＰＣ端末：配備完了（Ｒ３年１月末）
○ ネットワーク整備：Ｒ３年４月整備完了予定
○ タブレット端末設定：ネットワーク工事完了後開始

Ｒ３年４月下旬
使用開始



水戸市版ＧＩＧＡスクール構想水戸市版ＧＩＧＡスクール構想

(1) 整備内容

ア 児童生徒１人１台ＰＣ端末の配備

イ 校舎内への通信速度１Ｇbpsのネットワーク整備

ウ ＰＣ端末用充電保管庫の設置

エ 希望する家庭へモバイルルーターの貸出

オ スタイラスペン１人１本の配布

カ 普通教室への大型提示装置の設置
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水戸市版ＧＩＧＡスクール構想水戸市版ＧＩＧＡスクール構想

(1) 整備内容

ア 児童生徒１人１台ＰＣ端末の配備
○ 本体：HP（ヒューレットパッカード）Chromebook（11.6インチ，Chrome OS）

○ 形状：コンバーチブル型（360°回転）

○ 配備台数：20,500台（児童生徒数＋予備（教員使用可））

○ 付属ソフト：ベネッセ「ミライシード」

（オクリンク，ムーブノート，ドリルパーク）

※ 現在配備されている Windows タブレット端末について

・平成29年度導入校 → 令和４年度９月まで使用可

・平成30年度導入校 → 令和５年度９月まで使用可

※ 指導者用ＰＣ端末について

・Chromebook予備機

・Windows タブレット端末

（ＯＳに関わらずインターネット環境があれば導入した授業支援

ソフト等が利用できます）
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水戸市版ＧＩＧＡスクール構想水戸市版ＧＩＧＡスクール構想

(1) 整備内容

イ 校舎内への通信速度１Gbpsの

ネットワーク整備

ウ ＰＣ端末用充電保管庫の設置
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端末利用は一部の
教室や児童生徒のみ

全児童生徒一人一台
の端末の利用可

普通教室や特別教室に
アクセスポイント設置



水戸市版ＧＩＧＡスクール構想水戸市版ＧＩＧＡスクール構想

(1) 整備内容

エ 希望する家庭へモバイルルーターの貸出

オ スタイラスペン１人１本の配布

カ 普通教室への大型提示装置の設置

※ 通信費は家庭負担
【就学援助を受けている家庭】
（月額1,000円 年額：12,000円を上限に補助）

※Chromecast

※ Chromebookを無線で接続する場合には別途Chromecast
（クロームキャスト）が必要となります。
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ＩＣＴ活用のねらいＩＣＴ活用のねらい
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情報活用能力の育成情報活用能力の育成

各教科等で「情報活用能
力」の育成を図る。
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情報活用能力情報活用能力
生活生活

家庭

技術・家庭

家庭

技術・家庭

体育

保健体育

体育

保健体育

英会話

外国語

英会話

外国語

算数

数学

算数

数学

国語国語
社会社会

理科理科

音楽音楽

図画工作

美術

図画工作

美術

水戸まごころ
タイム

水戸まごころ
タイム

「情報活用能力体系表」を基に
発達段階に応じて育成していく。



ＰＣ端末の特徴ＰＣ端末の特徴

〇 選択・移動

〇 消す・かくす（一部・全体）

〇 撮影（写真・ビデオ）・録音

〇 見る・見せる（再生）

〇 接続（他のタブレット端末・電子黒板）

〇 拡張性

〇 共有

〇 保存・転送

〇 持ち運び
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ＩＣＴを活用した指導の分類ＩＣＴを活用した指導の分類
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平成26年度
学びのイノベーション事業
〔報告書〕



「１人１台ＰＣ端末環境」の学び「１人１台ＰＣ端末環境」の学び

引用 文部科学省「GIGAスクール構想の実現へ」リーフレット
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「１人１台ＰＣ端末環境」の学び「１人１台ＰＣ端末環境」の学び

引用 文部科学省「GIGAスクール構想の実現へ」リーフレット
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「１人１台ＰＣ端末環境」の学び「１人１台ＰＣ端末環境」の学び

引用 文部科学省「GIGAスクール構想の実現へ」リーフレット
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「１人１台ＰＣ端末環境」の学び「１人１台ＰＣ端末環境」の学び

(1) 日々の授業における活用
【各教科における『ＩＣＴを活用した学習スタイル』の実施】
ア デジタル教材による学習やインターネットを利用した情報収集
イ ＡＩドリルによる個別学習の充実
ウ データを共有し複数の児童生徒による協働的な学習の実施
エ アンケート機能を活用した小テストや振り返りによる定着状況の確認

(2) 臨時休業等における学習の保障
ア 双方向によるホームルームや授業の実施
イ 学習動画（いばらきオンラインスタディ，NHK for schoolなど）の活用
ウ ＡＩドリルの活用

(3) 外部施設との交流や外部講師などによる質の高い学習の実施
ア 市内の高校との交流や，筑波大学，茨城大学，県立ＩＴ短大等の講師による専門性の高い授業の実施
イ 学校間による合同授業により専門的な授業の実施や多様な意見に触れる機会の確保
ウ 他市町村や他県，また海外などとの交流による文化や伝統の理解

(4) 不登校等の配慮が必要な児童生徒への支援
ア 教室と家庭をつなぎ，授業を配信することによる学習の保障
イ 担任と児童生徒をつなぎ，互いに顔を見ながら定期面談を実施
ウ ＡＩドリルによる個別学習の実施
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家庭学習への活用（端末持ち帰り）家庭学習への活用（端末持ち帰り）

本市では，国の動向や文科省ＩＣＴ活用教育アドバイザーなどの助言から，家庭

においてもＩＣＴ機器を学習に活用し，情報活用能力のさらなる育成につなげてい

くことを目指します。

(1) 家庭学習での活用

ア ＡＩドリルを活用した，宿題や復習

イ デジタル教材を活用した自主学習

（教科書ＱＲコード，いばらきオンラインスタディ，NHK for school など）

ウ 宿題や課題の配付・提出

(2) 家庭への端末貸出 ※別紙資料

ア 端末が必要な児童生徒は持ち帰る。

イ インターネット環境が必要な家庭には，モバイルルーターを貸出す。
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遠隔教育への活用遠隔教育への活用
水戸市総合教育研究所

遠隔教育システム活用ガイドブック
（平成30年度 遠隔教育システム導
入実証研究事業）



教員のＩＣＴ活用目標（できるところから始める）教員のＩＣＴ活用目標（できるところから始める）

〇 Stage１

［一斉授業，個別活動による活用］

［臨時休業時における活用］

(1) 大型提示装置への教材の提示

（教員画面の提示，学習者画面の共有）

(2) インターネットによる調査活動

(3) カメラによる撮影

ＱＲコードの読込

(4) ＡＩドリルの活用

〔ドリルパーク〕

(5) ウェブ会議システムの接続方法

〔Google Meetなど〕

〇 Stage２
［協働学習や話合い活動による活用］

(1) 授業支援ソフトの活用

〔ミライシード，G Suite〕

（意見の共有，協働での資料作成）

(2) アンケート機能の活用

〔Google forms〕

（定着状況の確認）

【活用イメージ】太字：今すぐ取り組める

〇 Stage３
［学習ログ（履歴）の活用］

(1) ＡＩドリルの学習データから，苦手

箇所を把握し学習指導に生かす。

〔ドリルパーク〕

(2) 蓄積された資料を生かした学習を行う。

〔Googleドライブ等〕

〇 Stage１～３をもとに各教科ごとに活用イメージを作成，公表（～令和２年度中）
〇 授業実践事例をGIGAスクールプロジェクトリーダー等で作成，公表（令和３年度まで随時）

水戸市総合教育研究所



教員研修体制教員研修体制

使い方ハンドブック（教師用） 使い方ハンドブック（児童生徒用） 運用ガイドブック（教師，児童生徒用）

・GIGAスクール構想について
・整備概要
・導入時の指導ステップ
・授業での活用方法
・オンライン研修受講方法
・運用ルール
・Ｑ＆Ａ

・使用時の約束
・パスワード，アカウントについて
・端末等の各種名称
・操作方法
・保管方法
・ミライシードへのログイン

・タブレット端末の使い方
・持ち帰り時のルール
・情報セキュリティ
・トラブル対応

水戸市総合教育研究所

(1) ＧＩＧＡスクールプロジェクトリーダー（17名）
学校長から推薦された教員等で構成し，ＩＣＴを使った効果的な授業の実践事例の作成や，各ブロック内の

校内研修の講師として研修を実施し，市内教職員のＩＣＴ活用の推進を図る。

(2) ＩＣＴ支援員（４名）
教員のＩＣＴ活用支援としてＩＣＴ支援員を４名配置し，市内全小・中・義務教育学校に派遣して研修会等

を実施している。授業での活用をサポートしながら，個々の教職員のスキルアップを図っている。
１人１台端末整備に伴い，多くの支援が必要になることが予想されるため，ＩＣＴ支援員を増員し学校に対

するサポート体制の充実を図る。

(3) ＧＩＧＡスクールサポーター(10名：令和３年５月まで)
ＩＣＴ企業ＯＢなどのＩＣＴに関する知見を有する者で構成し，児童生徒や教員用のアカウントの作成，各

種マニュアル等の作成を行っている。今後，各学校で教員への使用方法の周知や，端末の納品における対応等，
学校に対するサポートを行う。


